
宗
敏

に
於
け

一
紳
と
佛
と
の
樹
比
に

る
崇
拝
封
象

つ
い
て
一

岡

邦

俊

紳
の
根
本
性
格

　
宗
教
は
常
に
人
間
の
欝
欝
に
ま
っ
は
る
根
本
問
題
の
解
決
を
意
圖
す
る
も
の
で
あ
る
。
邸
ち
、
宗
教
は
實
存
と
し
て
の
人
聞
に
と

っ
て
不
可
避
的
で
あ
り
、
人
間
存
在
そ
の
も
の
と
も
云
う
べ
き
矛
盾
性
、
虚
業
性
、
欺
理
性
を
内
在
す
る
有
限
性
と
幣
串
性
－
罪
乏

死
一
に
由
來
す
る
不
安
と
感
冒
と
を
解
決
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
實
存
的
人
間
に
と
っ
て
宗
教
は
人
生
最
大
の
恩
寵
で

あ
る
こ
と
を
、
私
は
前
同
の
本
論
集
に
於
て
蓮
べ
て
來
た
。
私
は
更
に
進
ん
で
か
Σ
る
恩
寵
の
完
成
さ
れ
る
具
的
的
構
造
と
論
理
、

即
ち
宗
教
に
於
け
る
理
想
の
實
現
（
救
濟
）
に
要
し
て
二
つ
の
問
題
を
槍
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
は
、
人
間
が
救
濟
を
燈
験

せ
ん
と
す
る
場
合
に
、
「
聖
な
る
も
の
」
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
虞
の
勢
多
に
於
け
る
紳
の
問
題
で
あ
り
、
二
は
、
神
と
人
間
と
の
交

渉
を
成
立
せ
し
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
恵
ま
れ
る
救
濟
そ
の
も
の
の
論
理
で
あ
る
。
今
こ
の
論
稿
に
充
て
取
扱
う
問
題
は
一
に
つ
い
て

の
解
明
な
の
で
あ
る
。

　
宗
教
と
云
へ
ぽ
人
は
直
ち
に
紳
を
蓮
堕
し
、
紳
と
云
へ
ぽ
宗
教
で
あ
る
と
云
は
れ
る
程
、
宗
教
に
於
け
る
瀞
の
役
割
は
大
き
い
Q

　
　
　
宗
教
に
於
け
る
崇
拝
謝
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



　
　
　
宗
教
に
於
け
る
崇
拝
封
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

併
し
、
紳
と
萎
ふ
も
實
は
そ
の
意
味
は
極
は
め
て
複
雑
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
紳
、
煙
道
の
神
、
佛
教
の
佛
、
そ
の
他
原
始
未
開

の
諸
宗
教
に
見
ら
る
N
虞
の
精
簸
、
簸
魂
、
簸
鬼
、
主
、
マ
ナ
や
タ
ブ
ー
信
仰
等
に
現
は
れ
て
い
る
紳
の
概
念
は
必
ず
し
も
同
一
と

は
去
い
得
な
い
で
あ
ら
う
。
と
も
あ
れ
、
配
慮
こ
二
で
は
宗
教
に
於
け
る
崇
拝
封
象
を
瀞
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。
而
も
、
如
何
な
る

榊
を
崇
拝
封
象
と
す
る
か
に
依
て
、
そ
の
宗
教
の
性
格
が
規
定
さ
れ
る
と
云
ふ
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
に
、
紳
と
宗
教
と
の
關
連
は

緊
密
で
あ
る
。
ヤ
ー
ヴ
ェ
紳
を
崇
拝
す
る
聖
慮
は
云
う
ま
で
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
り
、
ア
フ
ラ
、
マ
ツ
ダ
神
を
崇
謝
す
る
も
の

は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
で
あ
り
、
ア
ラ
ー
神
を
崇
蝕
す
る
も
の
は
マ
ホ
メ
ッ
｝
教
で
あ
る
。
佛
教
は
本
來
神
を
有
し
な
い
無
紳
論
的
宗

教
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
佛
を
崇
拝
の
封
象
と
す
る
宗
教
と
云
へ
る
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
、
何
ら
か
の
意
味
と
形
式
と
に
於

て
、
崇
葬
の
封
冊
を
有
せ
ざ
る
宗
教
は
無
い
と
云
へ
る
で
あ
ら
う
。
勿
論
か
瓦
る
紳
の
名
稽
、
内
容
、
機
能
、
性
格
、
更
に
神
に
封

ず
る
人
間
の
態
度
等
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
異
る
で
あ
ら
う
。
併
し
、
全
く
紳
を
有
せ
ざ
る
宗
教
と
云
う
も
の
は
存
在
し
得
な
い
で

あ
ら
う
。
所
謂
宗
教
の
定
義
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
る
も
、
多
く
の
學
者
は
神
信
仰
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ク
ス
、

ミ
ユ
ー
ラ
博
士
に
よ
れ
ぽ
、

　
「
宗
教
と
は
、
人
聞
・
の
座
下
や
理
性
と
は
猫
立
に
、
否
、
む
し
ろ
そ
れ
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
種
々
な
る
名
簿
又
は
態
度
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
、
人
聞
を
し
て
無
限
者
を
認
識
せ
し
む
る
が
如
き
精
紳
的
能
力
で
あ
り
、
叉
精
解
的
性
向
で
あ
る
」

　
こ
x
で
は
、
紳
は
無
限
者
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
博
士
自
身
の
言
葉
の
如
く
に
、
種
切
な
る
名
望
や
態
度
の
下
で
、
紳
は

宗
教
生
活
の
中
で
艦
験
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
宗
教
と
は
、
凡
て
の
義
務
を
紳
の
命
令
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
で
あ
耽
］
（
カ
ン
ト
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
「
宗
教
と
は
、
必
要
感
か
ら
生
じ
た
よ
り
高
き
力
の
崇
拝
で
あ
る
」
（
ア
ラ
ン
．
メ
ソ
チ
ー
ス
）

　
「
宗
教
と
は
、
孤
猫
な
る
個
々
人
が
神
的
な
る
も
の
一
そ
れ
を
如
何
に
考
へ
て
い
よ
う
と
も
一
と
關
毒
し
て
い
る
と
自
ら
考
へ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

い
る
場
合
の
感
情
、
行
爲
及
び
維
験
で
あ
る
」
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゼ
ー
ム
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

　
「
宗
教
と
は
、
事
態
に
と
っ
て
最
善
乃
至
最
大
で
あ
る
と
思
は
れ
る
も
の
に
封
ず
る
、
人
間
の
全
的
態
度
で
あ
る
」
（
G
、
W
、
ス

ッ
ラ
ッ
ト
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
「
宗
教
と
は
、
人
闘
が
人
閤
以
上
の
も
の
と
關
嘱
す
る
生
活
で
あ
る
」
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
）

　
「
紳
が
人
間
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
云
ふ
こ
と
の
十
分
な
確
信
と
結
び
つ
い
た
漁
と
人
間
と
の
精
貯
蔵
統
一
の
信
仰
、
吾
汝
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

に
あ
る
無
限
と
吾
λ
の
内
に
あ
る
無
限
と
云
ふ
信
仰
は
、
凡
て
の
宗
教
の
核
心
で
あ
る
」
（
チ
ー
レ
）

　
以
上
の
諸
氏
の
定
義
に
よ
っ
て
も
明
か
な
如
く
に
、
宗
教
が
何
ら
か
の
形
と
意
味
に
於
て
の
「
貸
し
の
崇
拝
で
あ
り
、
榊
と
の
關

係
で
あ
る
こ
と
は
否
定
出
來
な
・
い
。
勿
論
か
エ
る
神
が
必
ず
し
も
人
格
的
な
る
存
在
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
原
始
未
開
宗
教
に
於
け

る
が
如
き
、
マ
ナ
・
タ
ブ
ー
信
仰
や
ア
ニ
ミ
ズ
ム
や
フ
ェ
チ
シ
ズ
ム
を
初
め
と
し
、
ム
ー
ア
教
授
の
如
く
「
力
」
の
信
椰
で
あ
る
場
合

　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

も
あ
り
、
コ
ー
氏
の
如
く
に
「
彼
岸
に
あ
る
も
の
、
超
越
す
る
も
の
」
に
封
ず
る
反
面
で
あ
り
、
或
は
叉
デ
ユ
ル
ケ
イ
ム
教
授
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

く
「
凡
俗
な
る
も
の
と
紳
聖
な
る
も
の
と
を
分
つ
」
人
間
生
活
、
シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
氏
の
主
張
す
る
「
宇
宙
の
直
観
」
「
永
劫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
λ
・
ハ
イ
リ
が
　
（
1
4
）

的
無
限
者
と
一
な
り
と
の
感
情
」
「
絶
封
手
依
の
感
情
」
、
更
に
又
、
ル
ド
ル
フ
、
オ
ッ
ト
氏
の
所
謂
「
聖
な
る
も
の
」
等
の
表
現
は

そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
は
い
て
も
、
宗
教
に
あ
っ
て
は
、
何
等
か
の
形
と
意
味
に
於
て
、
「
紳
の
存
在
」
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
潮
な
い
。

　
か
く
て
紳
は
、
無
限
者
、
力
、
瀞
的
な
る
も
の
、
超
越
す
る
も
の
、
最
善
、
最
大
、
聖
な
る
も
の
、
豆
飯
の
表
現
を
以
て
取
扱
は

　
　
　
宗
教
に
於
け
る
崇
拝
封
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
宗
教
に
於
け
る
崇
拝
封
象

れ
て
い
る
が
、
今
こ
れ
を
一
年
ヒ
ュ
ー
ム
敦
授
の
見
解
に
依
て
整
理
し
て
お
こ
う
Q
即
ち
、
ヒ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
五
項
目
に
整
理
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（四）　（：一｝　（＝二｝

　
　
　
四

三
ム
…
教
授
は
紳
の
根
本
性
格
を
次

更
に
ヒ
ュ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例

へ
ぽ
、

　
8
　
紳
の
教
に
つ
い
て
添
ふ
な
ら
ぼ
、
多
く
の
紳
々
を
認
め
る
多
諸
教
と
、
唯
一
紳
を
認
め
る
一
神
教
と
が
あ
る
。

　
口
　
紳
の
人
格
に
つ
い
て
云
ふ
な
ら
ぽ
、
非
人
格
的
形
而
上
學
的
存
在
、
或
は
抽
象
的
原
理
と
し
て
至
上
神
を
説
く
印
度
教
や
道

　
　
教
と
、
人
格
神
を
詮
く
宗
教
と
が
あ
る
。

　
日
　
榊
の
力
に
つ
い
て
云
ふ
な
ら
ば
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
の
無
制
限
に
萬
能
で
あ
る
が
如
き
唯
一
至
高
の
人
格
紳
を
詮
く
も
の
、
ゾ

　
　
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
如
く
外
部
の
相
反
す
る
宇
宙
艶
態
に
依
て
神
の
力
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
響
く
も
の
、
更
に
、
キ
リ
ス
ト
教

　
　
の
如
く
に
、
唯
一
紳
の
力
が
瀞
自
身
の
道
徳
的
責
任
に
得
て
制
限
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

　
四
　
道
徳
的
責
任
に
つ
い
て
諸
ふ
な
ら
ば
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
に
於
け
る
が
如
く
、
唯
一
至
上
の
入
格
神
を
專
横
に
し
て
無
責
任
な

神
の
性
格
と
力
と
は
超
人
間
的
で
あ
る
。
勿
論
あ
る
鮎
に
於
て
は
紳
も
人
間
に
類
似
す
る
Q

神
は
超
感
畳
的
で
あ
り
不
可
見
で
あ
る
。
勿
論
あ
る
面
に
於
て
は
神
も
感
畳
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

神
は
世
界
と
、
人
闇
の
輻
祉
と
蓮
命
と
を
司
配
す
る
Q

紳
は
宗
教
生
活
を
螢
む
入
汝
の
努
力
に
封
し
て
は
、
こ
れ
に
反
響
す
る
○

神
は
畏
敬
、
奪
崇
、
信
頼
、
服
差
等
の
如
き
宗
教
的
情
緒
を
以
て
崇
拝
さ
れ
讃
美
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

　
i
ム
敦
授
は
、
以
上
の
如
き
根
本
性
格
を
有
す
る
紳
の
概
念
に
は
種
汝
の
相
異
黙
の
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
居
る
。



　
　
る
人
格
と
考
へ
る
も
の
、
儒
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
如
く
、
至
上
紳
と
錐
も
あ
く
ま
で
道
徳
的
責
任
を
有
す
る
と
主
張
す
る
も
の

　
　
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ャ
ス
ト

　
圃
神
の
主
要
な
る
徳
に
つ
い
て
云
ふ
な
ら
ぽ
、
ゾ
ロ
ア
ス
ク
ー
教
や
儒
教
の
如
く
に
全
く
神
は
正
義
で
あ
る
と
考
へ
る
も
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ヴ

　
　
叉
、
キ
リ
ス
ト
教
の
如
く
に
紳
を
全
く
愛
と
考
へ
る
も
の
も
あ
る
。

以
上
に
於
て
、
私
は
紳
の
根
本
性
格
に
つ
い
て
の
一
般
論
を
略
述
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
紳
の
如
何
な
る
存
在
で
あ
る

か
は
凡
そ
理
解
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
た
Ψ
本
説
的
に
は
何
ら
の
紳
存
在
を
認
め
な
か
っ
た
佛
教
に
あ
っ
て
は
、
以
上
の
神
路
な
り

神
概
念
は
通
用
し
な
い
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
Q
蓋
し
帥
と
は
結
局
は
、
自
然
と
人
間
と
を
超
越
せ
る
聖
な
る
存
在
で
あ
り
、
人
間

自
ら
が
適
正
な
る
工
夫
と
修
道
と
に
煮
て
完
全
な
る
人
格
（
佛
）
と
な
る
こ
と
を
黒
く
佛
激
は
、
し
ば
し
ば
宗
教
で
は
な
い
と
さ
へ

云
は
る
X
如
く
に
、
本
甲
的
に
は
無
神
論
的
或
は
汎
神
論
的
立
場
に
立
つ
特
異
な
宗
教
な
の
で
あ
る
。
佛
教
は
人
聞
以
上
の
存
在
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ル
フ
リ
ガ
ル

依
存
し
、
そ
の
働
き
や
力
に
よ
っ
て
神
に
救
は
れ
る
こ
と
を
読
く
の
で
は
な
く
て
、
全
く
人
聞
自
身
の
工
夫
と
修
道
と
云
ふ
「
自
己

チ
ヴ
ロ
イ
シ
ヨ
ン

啓
　
培
」
に
依
て
、
苦
憐
な
き
悟
り
の
浬
繋
に
到
り
、
眞
の
自
由
と
解
放
と
し
て
の
解
脆
を
膿
験
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
キ
リ

ス
ト
教
的
一
憲
章
と
表
面
全
く
一
致
す
る
が
如
き
、
阿
彌
陀
佛
一
結
の
悲
願
に
す
が
り
て
救
は
れ
て
行
く
置
土
佛
教
の
場
合
に
あ
っ

て
も
、
實
は
キ
リ
ス
ト
教
の
紳
と
は
本
質
的
に
異
る
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
Q
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
後
に
詳
論
す
る
で
あ
ら
う

が
、
佛
教
を
除
く
他
の
宗
教
に
あ
っ
て
は
、
紳
存
在
の
信
仰
は
そ
め
宗
教
の
威
立
に
と
っ
て
絶
群
に
必
要
な
條
件
と
な
っ
て
い
る
。

宗
教
は
常
に
人
間
と
人
間
以
上
の
存
在
と
の
關
係
に
嘗
て
威
立
す
る
も
の
で
あ
る
Q
人
聞
と
人
間
と
の
關
係
内
に
点
て
威
立
す
る
も

の
を
廣
義
の
文
化
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
繍
帳
は
明
か
に
文
化
を
超
越
す
る
、
謂
は
Ψ
「
超
越
文
化
」
と
呼
ば
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
　
　
宗
教
に
於
け
る
崇
拝
劉
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
宗
教
に
於
け
る
崇
拝
封
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
こ
の
よ
う
な
神
信
仰
、
紳
観
が
如
何
に
し
て
人
間
生
活
の
中
で
形
威
さ
れ
た
か
、
そ
の
始
源
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
、
の

問
題
は
別
個
の
軍
罪
な
課
題
で
は
あ
る
が
、
既
に
「
宗
教
の
始
源
」
及
び
「
宗
教
的
賢
聖
に
つ
い
て
」
の
小
論
に
於
て
も
若
干
言
及

し
た
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
エ
に
は
要
黙
に
つ
い
て
の
み
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
宗
教
は
人
聞
生
活
に
於
け
る
不
可
避
的
な
る
危
機
、
破
綻
、
不
安
、
人
聞
自
身
の
本
質
構
造
と
し
て
の
有
限
性
、
相
封
性
一
宗
教

的
に
は
罪
と
死
－
に
根
源
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
N
る
事
態
に
當
面
し
て
人
間
は
そ
の
解
決
に
苦
慮
し
、
而
も
自
然
的
、
合
理
的
方

法
に
依
る
解
決
方
法
に
失
敗
し
た
時
、
人
間
は
必
然
に
超
自
然
的
、
非
合
理
的
方
法
に
依
る
事
態
解
決
を
教
え
ら
れ
、
否
、
恵
ま
れ

る
の
で
あ
る
Q
即
ち
、
こ
の
よ
う
な
事
態
解
決
の
た
め
に
中
心
的
役
割
り
を
果
す
も
の
は
神
存
在
の
信
仰
な
の
で
あ
る
。
即
ち
、
神

存
在
の
信
仰
は
全
く
宗
教
の
始
源
に
結
び
つ
く
と
こ
ろ
の
、
超
自
然
的
思
慮
で
あ
り
、
非
合
理
的
野
里
な
の
で
あ
る
。
か
瓦
る
超
自

然
的
反
響
と
非
合
理
的
聖
慮
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
鹿
の
エ
イ
ヂ
ン
シ
イ
こ
そ
神
存
在
の
信
仰
な
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
宗
教

は
人
間
性
の
限
界
歌
況
に
直
面
し
、
從
っ
て
、
不
安
を
感
じ
、
無
力
を
自
畳
し
、
恐
怖
に
お
の
の
き
、
一
般
的
方
法
を
以
て
し
て
は

不
衡
せ
る
生
活
を
保
持
し
得
ざ
る
場
台
、
論
理
、
合
理
、
科
學
的
方
法
を
超
越
せ
る
超
自
然
的
、
非
合
理
方
法
に
よ
っ
て
、
事
態
の

解
決
を
企
聾
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
神
も
亦
、
常
に
自
然
を
超
越
し
、
含
理
を
超
越
し
、
認
識
の
過
境
、
論
理
の
彼
岸
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ロ
ク
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
フ
ア
ド
ヌ

て
信
仰
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
「
聖
な
る
も
の
」
を
廣
義
の
紳
と
し
、
聖
な
る
も
の
と
反
封
な
る
「
凡
俗
な
る
も
の
」
を
、
廣
義
の

人
間
存
在
と
す
る
な
ら
ぽ
、
神
の
存
在
は
常
に
人
間
存
在
と
呼
降
す
る
も
の
、
爾
者
は
常
に
求
め
合
い
、
呼
び
合
う
必
然
性
を
持
つ

と
云
へ
よ
う
。



ニ
　
ム
木
開
唐
否
教
に
於
け
る
紬
眉

　
吾
汝
は
こ
の
問
題
の
解
明
に
當
っ
て
、
先
づ
タ
イ
ラ
ー
（
国
●
切
．
目
土
O
き
H
Q
◎
ω
b
o
語
り
同
刈
）
が
主
張
し
た
ア
ニ
ミ
ズ
ム
読
を
紹
介
し

て
お
か
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
氏
は
「
原
始
文
化
」
（
℃
ユ
B
臨
く
o
O
三
窪
「
ρ
μ
Q
。
『
H
）
に
側
て
、
未
開
民
族
の
間
に
於
け
る
原
初
的
紳
信

仰
と
し
て
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
（
》
二
日
す
ヨ
）
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
Q
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
は
「
鑑
的
存
在
に
樹
す
る
信
仰
」
で
あ
り
、
こ

の
嬢
的
存
在
は
人
間
界
、
自
然
界
を
支
配
し
て
い
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
氏
は
か
Σ
る
信
仰
を
崇
教
に
於
け
る
「
最
小
限
の

定
義
」
と
し
、
未
開
民
族
に
於
け
る
普
遍
的
事
象
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
帥
ち
、
氏
に
よ
れ
ぽ
、
原
始
人
は
一
般
に
肉
膿

　
　
　
　
ソ
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
リ
し
プ
　
　
エ
ク
ペ
タ
ソ
　
イ
ル
ネ
ベ
　
　
　
　
　
デ
ペ

と
は
異
る
璽
魂
の
信
仰
を
持
っ
て
居
り
、
然
し
て
か
二
る
璽
の
信
仰
は
睡
眠
、
忘
我
、
病
魔
、
及
び
死
の
如
き
現
象
と
、
更
に
、
か

　
　
イ
ル
じ
ジ
ョ
ン

の
夢
や
幻
想
の
如
き
現
象
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
邸
ち
、
か
く
の
如
き
諸
々
の
現
象
を
通
ほ
し
て
未
開
人
は
、
肉
騰
と
は
異

る
簸
の
信
仰
を
得
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
睡
眠
、
忘
我
、
病
魔
、
死
の
現
象
に
於
て
、
生
命
が
肉
燈
を
捨
て
工
飛
び
出

し
、
肉
膿
と
生
命
と
が
分
離
せ
る
も
の
と
考
へ
る
Q
又
、
夢
や
幻
想
に
於
て
も
、
非
肉
艦
的
原
理
と
し
て
の
簸
が
肉
盤
と
分
離
し
た

も
の
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
餓
の
思
想
は
元
汝
は
人
間
の
簸
に
最
も
腎
虚
し
て
登
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
い

で
、
か
x
る
簸
の
信
仰
を
通
ほ
し
て
、
未
開
人
は
死
後
に
於
け
る
簸
の
存
績
や
輪
廻
の
思
想
を
持
つ
に
到
っ
た
も
の
で
あ
る
。
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　

ち
、
需
巫
は
肉
身
の
死
後
に
あ
っ
て
も
存
績
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
人
聞
や
動
物
、
そ
の
他
の
物
の
中
に
入
っ
て
、
即
き
行
動
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ペ
ロ
ア
リ

も
の
と
考
へ
ら
れ
て
い
る
。
狙
先
崇
拝
と
は
、
死
者
の
崇
拝
で
あ
り
、
死
者
は
帥
に
地
上
の
零
墨
を
有
せ
ず
、
從
っ
て
、
死
者
は
純
粋

ソ
ロ
ル

の
嬢
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
宗
敏
に
於
け
る
崇
舞
封
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
宗
教
に
於
け
る
崇
拝
封
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
以
上
述
べ
た
が
如
き
簸
の
信
仰
は
、
本
來
は
人
間
自
身
の
持
つ
餓
の
考
へ
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
タ
イ
ラ
ー
は
か
x
る
簸
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ビ
リ
ツ
ト

の
信
仰
を
悪
く
他
の
嬢
的
存
在
、
即
ち
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
中
に
宿
る
精
簸
の
信
仰
に
ま
で
撞
大
し
た
の
で
あ
る
。
實
は
、
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ピ
リ
ツ
ア
ル
っ
ビ
　
ン
グ

う
に
し
て
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
中
に
簸
的
存
在
が
宿
っ
て
い
る
と
の
信
仰
こ
そ
、
正
に
氏
の
主
張
す
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
な
の
で
あ
る
。
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ロ
ル

ち
、
ア
一
て
ミ
ズ
に
よ
れ
ば
、
入
膿
に
需
巫
が
宿
っ
て
い
る
は
勿
論
、
そ
の
他
の
湖
、
沼
、
山
、
川
、
水
、
海
、
森
、
樹
木
、
動
物
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　

も
精
璽
が
宿
っ
て
い
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
＼
に
自
然
崇
拝
と
し
て
の
種
々
な
る
形
式
、
脚
ち
、
山
嶽
崇
舞
、
動
物
崇
拝
、
樹
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
エ
ヂ
ン
ズ
ム

崇
拝
等
が
生
れ
、
更
に
又
、
特
定
の
物
に
精
露
が
宿
り
、
慧
き
、
働
い
て
い
る
と
す
る
呪
物
崇
拝
や
、
部
族
の
先
租
で
あ
る
と
考
へ

ら
れ
て
い
る
特
定
動
物
の
信
仰
と
し
て
の
’
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
等
も
獲
生
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム

　
　
　
　
　
ナ
ヂ
ユ
ラ
ル
の
ブ
イ
ロ
ツ
ブ
イ

は
、
一
種
の
自
然
哲
學
で
も
あ
り
、
未
開
人
が
彼
等
の
生
存
す
る
環
境
な
り
、
そ
こ
に
褒
生
す
る
諸
汝
の
現
象
を
説
明
せ
ん
と

す
る
苦
心
の
結
果
で
も
あ
っ
た
。

　
術
、
タ
ィ
ラ
ー
に
よ
れ
ぽ
、
か
Σ
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
段
階
よ
り
、
多
淋
教
に
於
け
る
が
如
き
人
間
的
形
態
、
人
間
的
感
情
、
人
聞

的
性
質
、
即
ち
人
格
性
や
個
別
性
を
其
有
し
た
神
汝
の
思
想
が
登
達
し
て
來
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
文
化
人
乃
至
牛
文
化
人
の
持
つ

室
の
紳
、
雨
の
紳
、
雷
の
神
、
風
の
神
、
大
地
の
榊
、
水
の
紳
、
火
の
神
、
太
陽
の
聯
、
月
の
神
等
の
神
々
が
人
間
生
活
に
大
き
な

關
係
を
持
つ
に
到
り
、
更
に
は
出
産
、
農
業
、
死
、
職
孚
の
早
撃
も
崇
拝
さ
れ
る
に
到
り
、
こ
れ
と
共
に
死
息
の
崇
拝
者
は
機
先
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

神
化
し
、
部
族
の
父
麗
と
し
て
こ
れ
を
崇
拝
す
る
。

　
二
元
観
（
畠
目
包
冨
日
）
も
亦
未
開
部
族
の
間
に
信
仰
さ
れ
て
居
り
、
善
簸
と
悪
盤
と
が
封
諾
し
て
い
る
。
併
し
ア
一
＝
、
・
ズ
ム
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ネ
フ
イ
シ
ヤ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ド
ム
フ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ガ
ル
　
シ
グ
こ
イ
フ
イ
カ
ン
ぺ

け
る
善
悪
の
二
元
的
串
立
は
、
何
ら
の
倫
理
的
意
義
を
有
せ
ず
、
た
穿
軍
に
「
有
釜
で
あ
る
」
と
か
「
有
害
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味



す
る
だ
け
で
あ
る
Q
か
x
る
封
立
思
想
は
一
般
に
有
釜
な
る
自
然
力
、
有
害
な
る
自
然
力
と
弐
ふ
封
立
か
ら
考
へ
出
さ
れ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
、
特
に
光
と
闇
と
の
思
想
が
雲
立
し
、
や
が
て
は
ペ
ル
シ
ア
教
に
於
け
る
が
如
き
二
元
観
に
ま
で
下
達
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
精
興
信
仰
は
や
が
て
即
に
述
べ
た
が
如
き
多
神
教
に
螢
達
し
、
更
に
最
後
に
は
一
神
教
に
ま
で
嚢
達
す
る
と
タ
イ

ラ
ー
は
主
張
す
る
。
即
ち
一
字
教
は
心
的
信
仰
の
最
高
に
し
て
最
後
の
段
階
で
あ
る
。
勿
論
か
N
る
一
神
教
に
ま
で
登
巌
す
る
遇
程

は
潮
型
で
あ
る
。
多
神
教
に
於
け
る
神
々
の
中
の
或
る
一
つ
の
紳
が
高
め
ら
れ
て
、
そ
れ
に
優
位
が
與
へ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
而

も
そ
の
場
合
に
あ
っ
て
も
部
族
の
す
ぐ
れ
た
組
先
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
自
然
瀞
の
中
の
一
人
の
神
の
場
合
も
あ
る
。
併
し
、
嚴
密

な
意
味
で
の
一
神
教
は
未
開
人
の
間
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
最
高
に
し
て
至
上
な
る
一
紳
の
信
仰
が
未
開
人
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

に
若
し
褒
見
さ
れ
た
と
す
れ
ぽ
、
そ
れ
は
明
か
に
高
等
宗
教
の
影
響
で
あ
る
と
タ
イ
ラ
ー
は
考
へ
た
。

　
以
上
に
於
て
タ
イ
ラ
ー
の
主
張
す
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
概
要
を
略
述
し
た
。
邸
ち
、
氏
ほ
宗
教
の
最
も
原
初
気
態
が
簸
的
存
在
の
信

仰
で
あ
る
こ
と
x
、
こ
の
信
仰
が
や
が
て
は
多
紳
教
に
、
更
に
、
一
神
教
に
進
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
二
字
を
主
張
し
た
の
で
あ

る
。
而
も
こ
の
紅
霞
に
愉
し
て
、
参
詣
反
封
の
病
気
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
信
仰
以
前
に
於
け
る
未
開
人
信
仰

と
し
の
プ
ン
ア
ニ
ミ
ズ
ム
（
国
Φ
－
帥
ロ
一
h
ロ
一
ω
昌
日
）
或
は
ア
ニ
マ
チ
ズ
ム
詮
（
凶
巳
日
緯
日
豊
）
で
あ
り
、
他
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
よ
り
多
三
教

へ
、
更
に
一
儲
教
へ
と
宗
教
は
進
化
す
る
と
の
進
化
読
に
反
封
ず
る
謂
は
ぼ
退
化
詮
で
あ
り
、
こ
の
考
へ
を
徹
底
的
に
組
織
立
て
た

「
文
化
圏
詮
」
で
あ
る
。

　
先
づ
ア
ニ
マ
チ
ズ
ム
に
よ
れ
ば
、
未
開
人
の
間
で
は
璽
魂
、
精
簸
の
如
き
肉
膿
と
は
異
る
別
個
の
存
在
、
帥
ち
、
人
格
的
、
個
髄

的
實
在
の
信
仰
以
前
に
、
非
人
格
的
、
非
個
膿
的
な
超
自
然
力
、
不
思
議
な
力
、
動
力
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
マ
ナ
（
B
器
潜
）

　
　
　
宗
敏
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象
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宗
教
に
於
け
る
崇
拝
封
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

の
信
仰
が
一
般
に
行
は
れ
て
い
る
。
マ
ナ
は
精
簸
と
異
り
、
人
格
性
や
個
膿
性
を
有
せ
ず
、
從
っ
て
餅
膚
や
實
在
で
は
な
く
て
、
む

し
ろ
籔
的
な
不
思
議
な
「
力
」
で
あ
る
。
眼
に
は
見
へ
ぬ
が
不
思
議
な
超
自
然
力
で
あ
る
。
而
も
こ
の
マ
ナ
は
謂
は
ゴ
善
い
力
で
あ

っ
て
、
こ
の
力
に
よ
っ
て
人
は
幸
輻
に
な
り
、
作
物
は
豊
に
な
る
と
考
へ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
マ
ナ
に
反
し
て
、
未
開
人
は
又
タ
ブ

ー
（
雷
σ
q
）
、
帥
ち
「
禁
忌
」
を
信
じ
て
い
る
。
禁
忌
は
見
る
こ
と
、
接
近
す
る
こ
と
、
食
す
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
、
忌
み
き
ら
は

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
禁
忌
を
犯
す
こ
と
に
よ
っ
て
人
は
不
幸
と
災
難
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
る
。
か
エ
る
「
マ
ナ
・
タ
ブ
ー
」
信

仰
こ
そ
ア
一
て
ミ
ズ
ム
以
前
に
於
け
る
未
開
部
族
の
一
般
信
仰
で
あ
る
Q
　
こ
の
よ
う
な
ア
ニ
マ
チ
ズ
ム
読
に
立
つ
學
者
に
は
、
キ
ン

（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
短
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

グ
、
コ
ツ
ド
リ
ソ
ト
ン
、
マ
ン
ッ
ト
の
諸
氏
を
初
め
フ
レ
ー
ザ
、
プ
ロ
イ
ス
、
フ
イ
ア
カ
ン
｝
、
ホ
ッ
プ
キ
ン
ス
、
ユ
ー
ベ
ル
、
モ

ー
ス
、
デ
ュ
ル
ケ
イ
ム
氏
等
の
多
く
の
共
鳴
者
を
出
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

　
次
に
、
退
化
詮
を
出
張
し
た
人
は
ラ
ン
グ
で
あ
る
。
氏
は
唯
一
の
最
高
紳
、
至
上
神
を
信
ず
る
一
碧
教
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
土

人
、
ア
ヂ
ア
の
ピ
グ
ミ
ー
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
、
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
、
バ
ン
ツ
ー
族
、
北
米
イ
ン
デ
ア
ン
の
若
干
部

族
、
南
米
の
ケ
チ
ユ
ア
族
の
間
で
も
獲
見
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。
こ
れ
ら
の
部
族
の
間
で
は
ア
一
て
・
、
ズ
ム
信
仰
よ
り
も
、
む
し
ろ
至

上
紳
、
最
高
紳
と
も
云
ふ
べ
き
「
全
父
紳
」
1
（
〉
一
一
巴
可
ρ
け
犀
①
N
）
な
る
一
貫
が
信
仰
さ
れ
て
居
る
。
そ
れ
は
人
間
に
創
造
者
を
要
求
す

る
張
い
欲
求
が
あ
る
た
め
に
生
じ
た
も
の
だ
と
去
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
未
開
人
聞
に
一
紳
教
的
至
上
紳
の
信
仰
が
あ
り
、
他
の

然
ら
ざ
る
人
汝
の
闇
に
ア
ニ
ミ
ズ
ム
が
行
は
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
進
化
で
は
な
く
て
む
し
ろ
退
化
で
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
進

化
詮
へ
の
反
樹
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
教
授
の
周
到
な
「
風
化
言
詮
－
引
上
ぎ
『
匹
9
匹
。
腎
。
」
に
よ
っ
て
強
く
批
制
さ
れ
否
定
さ
れ
た
の
で

　
（
艀
）

あ
る
。
　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
依
れ
ば
人
類
の
最
原
始
民
族
は
「
原
文
化
d
蒔
導
け
霞
」
の
民
族
と
呼
ば
れ
、
彼
等
は
未
だ
農
耕
、
牧
畜



を
知
ら
ず
、
狩
猿
と
野
生
の
果
物
等
を
採
集
し
、
漁
業
を
主
と
す
る
移
動
生
活
を
螢
ん
で
い
た
。
こ
の
原
文
化
は
、
8
中
央
原
文
化

（
ピ
グ
ミ
ー
文
化
）
、
　
口
南
方
原
文
化
、
日
極
北
原
丈
銀
宝
こ
れ
と
密
接
に
關
癒
す
る
北
米
原
文
化
に
分
た
れ
る
。
こ
の
原
丈
化
か

ら
一
方
に
は
男
性
を
中
心
と
す
る
父
無
的
な
牧
畜
丈
化
と
、
共
同
的
な
大
規
模
の
狩
独
を
行
う
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
文
化
が
褒
生
す
る
。

他
方
に
は
女
性
を
中
心
と
す
る
母
椹
的
な
農
耕
文
化
が
生
れ
る
。
原
文
化
か
ら
分
生
さ
れ
た
こ
の
三
つ
の
丈
化
を
第
二
次
段
階
の
文

化
と
呼
ぶ
。
　
こ
の
三
つ
の
文
化
圏
は
夫
汝
地
上
の
一
定
地
域
に
褒
生
し
た
。
鄙
ち
、
母
篠
的
農
耕
文
化
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
の
東
斜

面
、
イ
ラ
ワ
ヂ
、
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
、
ガ
ン
ヂ
ス
諸
河
の
麗
質
地
域
に
生
れ
、
そ
こ
か
ら
後
印
度
、
南
支
那
、
前
印
度
南
西
等
に
掻
大

し
た
。
父
権
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
文
化
は
高
中
央
ア
ヂ
ア
に
磯
生
し
、
牧
畜
父
梅
文
化
は
中
央
シ
ベ
リ
ア
に
磯
生
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
文
化
圏
に
あ
っ
た
民
族
が
人
口
の
増
大
に
つ
れ
て
各
地
に
移
動
し
、
交
互
に
二
つ
づ
N
混
合
し
て
第
二
段
階
の
三
丈

化
圏
を
転
生
す
る
Q
更
に
、
そ
の
三
文
化
圏
が
混
合
し
て
生
じ
た
も
の
が
、
豊
沃
な
大
河
の
流
域
に
繁
榮
せ
る
第
三
次
段
階
の
古
代

高
級
文
化
で
あ
り
、
そ
の
後
は
歴
史
時
代
に
蓮
が
る
と
云
う
の
で
あ
る
。

　
而
も
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ぽ
最
も
原
始
的
な
原
文
化
の
民
族
で
あ
る
東
南
ア
ヂ
ア
の
ネ
グ
リ
ト
、
中
央
ア
フ
リ
カ
の
ネ
グ
リ

ロ
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
、
東
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
未
開
人
の
聞
に
あ
っ
て
、
全
知
全
能
の
至
上
紳
に
封
ず
る
初
物
の

供
物
、
定
型
な
き
所
動
を
特
色
と
す
る
原
始
一
郭
教
の
型
態
が
物
見
さ
れ
、
む
し
ろ
、
呪
術
、
卜
占
、
動
物
犠
牲
、
簸
魂
観
念
や
死

者
崇
拝
は
獲
達
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
人
類
の
最
も
原
始
的
な
宗
教
の
姿
で
あ
る
。
死
期
は
軍
純
な
埋
葬
で
、
他
界
は
天
に
い
ま
す

至
上
神
の
許
で
あ
る
Q
ト
ー
テ
ム
文
化
圏
で
は
、
太
陽
神
崇
拝
及
び
呪
術
の
蛮
達
が
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
青
年
に
は
劇
的
な

威
年
式
が
行
は
れ
、
死
禮
の
馬
装
に
際
し
て
は
樹
上
葬
が
行
は
れ
、
死
者
の
再
生
も
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
宗
教
に
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る
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象
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宗
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ア
フ
リ
カ
の
一
部
や
中
央
ア
ヂ
ァ
に
見
ら
れ
る
牧
畜
丈
化
圏
に
あ
っ
て
は
、
細
砂
神
を
從
へ
た
天
神
の
崇
拝
が
盛
ん
で
あ
り
、
又

好
職
的
な
民
族
で
あ
る
か
ら
英
雄
並
並
も
行
は
れ
て
い
る
Q
死
者
の
行
方
は
暦
の
あ
る
天
で
あ
る
。

　
母
質
的
な
農
耕
文
化
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
西
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
一
部
に
見
ら
れ
る

極
は
め
て
宗
教
的
な
文
化
で
、
母
租
神
や
月
の
崇
拝
が
著
し
く
、
ア
一
て
ミ
ズ
ム
が
褒
達
し
、
租
先
崇
拝
、
死
者
崇
舞
も
盛
ん
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
カ
ル
コ
ワ
ロ
シ
ツ
プ

る
Q
血
膿
塵
溜
は
一
度
埋
葬
し
後
更
に
磯
舟
し
て
洗
骨
す
る
複
葬
で
、
こ
れ
に
伴
い
鯛
腿
崇
拝
が
行
は
れ
、
他
界
は
地
下
に
あ
る
と

考
へ
ら
れ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
原
文
化
に
獲
て
至
上
神
の
信
仰
、
崇
舞
が
行
は
れ
、
而
も
、
こ
の
至
上
神
に
は
永
遠
性
、
全
智
性
、
全
慈
性
、
道
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

性
、
登
能
性
の
如
き
一
神
教
的
属
性
が
附
與
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
私
は
以
上
に
於
て
未
開
人
の
宗
教
信
仰
に
於
け
る
紳
の
織
方
を
概
詮
し
た
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
ア
ニ
マ
チ
ズ
ム
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
、

及
び
文
化
圏
読
に
於
け
る
神
観
に
現
は
れ
た
一
蓮
の
思
想
は
、
謂
は
ぽ
未
開
人
の
實
存
的
生
活
に
於
け
る
超
自
然
的
適
適
を
示
す
も

の
で
あ
る
Q
帥
ち
、
未
開
人
の
神
信
仰
は
、
彼
等
が
生
活
の
中
で
不
安
、
危
機
、
破
綻
、
恐
怖
等
を
経
験
し
、
而
も
自
ら
の
力
に
よ
る

自
然
的
適
慮
や
塵
理
が
不
可
能
と
な
っ
た
時
、
未
開
人
は
人
聞
以
上
の
超
自
然
的
な
る
心
力
、
精
媛
、
紳
の
援
助
に
よ
っ
て
彼
等
の

生
活
を
調
制
し
、
自
ら
の
慾
望
を
充
塞
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
未
開
人
の
宗
教
に
あ
っ
て
は
、
自
然
の
偉
力
、
猛
威
、
璽

迫
、
不
可
抗
力
性
と
射
つ
た
も
の
が
匝
要
な
役
割
り
を
果
し
て
い
る
た
め
、
彼
等
の
神
と
し
て
崇
舞
さ
れ
る
も
の
は
殆
ん
ど
自
然
の

擬
人
化
で
あ
り
、
人
格
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
自
然
宗
教
と
自
然
哲
學
乃
至
呪
術
と
が
、
未
開
宗
教
に
あ
っ
て
は
混
成
し

て
い
る
場
合
が
多
い
。
で
は
褒
達
宗
教
に
於
け
る
凝
立
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
。



三

登
達
宗
敏
の
紳
観
　
1

　
ー
キ
リ
ス
ト
教
の
絆
一

　
キ
リ
ス
ト
教
と
佛
教
と
は
、
現
存
す
る
世
界
の
諸
宗
教
の
中
で
最
も
高
い
磯
達
し
た
、
二
大
宗
教
で
あ
る
と
云
へ
よ
う
Q
こ
の
二

大
｛
示
教
は
興
る
意
味
に
於
て
は
、
世
界
の
他
の
諸
宗
教
の
源
泉
で
あ
り
、
母
胎
で
も
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
形
で
佛
教
と
キ
リ
ス
ト
教

と
の
影
響
を
、
直
接
に
か
間
接
に
か
受
け
な
か
っ
た
宗
教
は
す
く
な
い
で
あ
ら
う
。
印
ち
、
佛
教
も
キ
リ
ス
ト
教
も
共
に
所
謂
世
界

的
宗
教
で
あ
り
、
民
族
と
國
籍
と
を
超
へ
て
世
界
の
人
類
に
普
く
宣
布
さ
れ
て
い
る
宗
教
で
あ
る
。

　
今
こ
N
で
は
こ
れ
ら
の
二
大
｛
示
教
の
全
面
に
渉
っ
て
の
比
較
研
究
を
行
う
の
で
は
な
く
て
、
宗
教
一
般
の
本
質
構
造
と
し
て
、
最

も
重
要
な
る
面
と
し
て
の
神
観
に
つ
い
て
の
論
究
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
如
何
な
る
紳
を
そ
の
宗
教
の
崇
拝
封

象
と
し
て
持
つ
か
、
と
云
う
こ
と
は
實
に
そ
の
ま
x
そ
の
宗
教
全
膿
の
特
性
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
諸
宗
教
間
の
相
異
と
は
、

實
に
そ
の
宗
教
に
於
け
る
崇
拝
封
事
と
し
て
の
騨
の
相
異
で
あ
り
、
神
観
の
相
異
な
の
で
あ
る
。
日
本
の
神
道
に
当
て
崇
拝
さ
れ
る

紳
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
の
ア
ラ
ー
神
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
ア
フ
ラ
、
マ
ツ
ダ
神
国
は
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
紳
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
宗

教
も
異
っ
て
い
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ
れ
ら
の
宗
教
に
於
け
る
紳
と
、
佛
教
に
曾
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
佛
、
更
に
、
キ
リ
ス

ト
教
に
於
て
崇
舞
さ
れ
て
い
る
ヤ
ー
ウ
ェ
神
と
は
、
無
頼
異
る
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
か
く
て
紳
（
崇
拝

封
象
）
の
相
異
は
そ
の
ま
x
宗
教
の
相
異
を
決
定
す
る
と
も
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
に
於
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
一
神
教
（
7
臼
O
口
O
賢
げ
①
卿
q
o
旨
P
）
と
し
て
の
代
表
的
宗
教
で
あ
り
、
佛
教
は
紳
を
有
せ

　
　
　
宗
敏
に
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け
る
崇
舞
封
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二



　
　
　
宗
敏
に
於
け
る
崇
拝
封
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四

ず
、
神
を
必
要
と
し
な
い
宗
教
と
し
て
の
無
神
論
的
乃
至
汎
曲
論
的
宗
教
（
》
け
口
O
一
u
o
日
－
b
乱
声
け
げ
O
一
〇
D
H
口
）
の
代
表
と
も
云
ひ
得
る
で
あ

ら
う
。
で
は
一
神
教
の
代
表
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
崇
拝
す
る
神
と
は
如
何
な
る
性
格
を
有
す
る
神
で
あ
ら
う
か
。
叉
、
無
神
論

的
乃
至
汎
紳
論
的
宗
教
と
し
て
の
佛
教
に
於
て
崇
舞
さ
れ
る
佛
と
は
如
何
な
る
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　
A
キ
リ
ス
ト
教
の
神

　
既
に
二
適
せ
る
如
く
、
あ
る
一
つ
の
宗
教
を
正
し
く
理
解
し
、
又
そ
の
宗
教
と
他
の
宗
教
と
を
比
較
し
て
、
相
互
間
の
特
異
性
を

明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
少
く
と
も
二
つ
の
黙
を
論
究
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
一
つ
は
所
謂
「
紳
観
」
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
「
救
濟

観
」
で
あ
る
。
紳
観
と
は
、
そ
の
宗
教
が
崇
拝
し
て
い
る
風
潮
が
認
ん
で
あ
る
か
、
と
云
ふ
問
題
で
あ
る
。

　
崇
拝
の
樹
象
は
多
く
の
場
合
「
神
」
で
あ
る
た
め
に
紳
観
と
し
て
取
扱
は
れ
て
い
る
。
第
二
の
鮎
は
所
謂
「
救
濟
観
し
で
あ
る
。

帥
ち
、
そ
の
宗
教
の
敷
へ
る
理
想
の
世
界
に
到
達
す
る
方
法
な
り
手
筆
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
多
く
の
場
合
「
救
い
」
で
あ
り
「
お
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

す
け
」
で
あ
っ
て
、
か
㌧
る
救
い
や
お
た
す
け
の
章
章
が
如
何
に
し
て
恵
ま
れ
る
か
が
楡
討
さ
れ
る
た
め
に
救
濟
観
と
呼
ば
れ
る
。

　
今
こ
Σ
で
は
、
第
一
の
神
観
に
凝
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
論
究
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
勿

論
、
キ
リ
ス
ト
教
の
瀞
観
も
歴
史
的
警
手
の
過
程
を
辿
っ
て
居
り
、
今
日
の
キ
リ
ス
ト
教
が
主
張
し
詮
く
紳
観
に
到
る
迄
に
は
、
多

く
の
経
過
が
辿
ら
れ
、
論
議
が
試
み
ら
れ
て
來
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
キ
リ
ス
ト
出
現
以
前
に
於
け
る
所
謂
「
奮
約
」
の
神
観
と
、

キ
リ
ス
ト
出
現
以
後
に
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
自
身
が
輝
き
教
へ
た
「
多
野
」
の
神
上
と
の
閤
に
は
相
撃
多
き
な
相
異
黙
が
稜
見
さ
れ

る
で
あ
ら
う
。
併
し
、
私
は
こ
の
よ
う
な
歴
皮
的
蛮
達
の
経
渦
を
考
慮
し
つ
N
も
、
主
と
し
て
聖
書
自
身
の
中
に
語
ら
れ
、
表
現
さ

れ
て
あ
る
紳
観
に
つ
い
て
先
づ
考
へ
て
み
た
い
。



天
地
の
創
造
者

簸聖完愛唯至無不全遍全不不永不
な　　　　　　　　　　　　可
る全　 一高限攣知在能朽死遠
も　　　　　　　　　 見

の者　 者者者者者i者者者者者者

（
創
世
記
一
・
一
一
、
イ
ザ
ヤ
書
四
〇
i
一
、
二
、
二
六
、
四
ニ
ー
五
、
四
五
i
一
二
）

（
ヨ
ハ
ネ
・
四
一
二
四
、
コ
リ
ン
ト
後
書
三
一
一
七
）

（
ヨ
ブ
ニ
三
一
八
、
九
、
ヨ
ハ
ネ
一
一
一
八
、
五
　
三
七
、
コ
ロ
サ
イ
書
一
一
一
五
）

（
申
命
記
三
三
一
二
七
）

（
テ
モ
テ
前
書
一
－
一
七
）

（
ロ
マ
書
一
i
二
三
）

（
創
世
紀
一
七
－
一
）

（
詩
篇
＝
二
九
一
七
、
八
、
九
、
　
○
）

（
詩
雌
扁
一
ご
一
九
一
一
、
　
二
、
　
一
二
、
　
四
、
　
五
、
　
山
ハ
）

（
詩
篇
一
〇
二
一
二
六
、
二
七
）

（
ヨ
。
フ
一
二
山
パ
ー
一
一
山
ハ
、
　
一
ご
七
一
五
）

（
使
徒
行
傳
七
i
四
八
）

（
マ
ル
コ
傳
一
二
一
三
二
、
ロ
マ
咀
署
二
六
i
二
七
）

（
ヨ
ハ
ネ
第
一
書
四
－
八
）

（
マ
タ
イ
傳
五
－
四
八
）

（
詩
篇
九
九
－
九
）

宗
教
に
於
け
る
崇
拝
封
象

一
五



偉善正ま正
宗
敏
に
於
け
る
崇
拝
封
象

　
　
　
　
義

こ
と
　
（
眞
）

　
　
　
　
直

恵
深
き
も

眞
實
な
る
も
の

慈
悲
深
き
も
の

萬
物
の
所
有
者

自
然
の
麦
配
者

人
と
民
と
の
裁
き
主

救
　
　
濟
　
　
者 の大

以
上
の
如
き
聖
書
に
表
現
さ
れ
た
言
葉
に
よ
つ
て
、

る
か
の
直
接
資
料
は
得
ら
れ
た
と
思
ふ
。

ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
帥
ち
、

ト
教
の
神
観
に
は
少
く
と
も
女
の
如
き
四
つ
の
重
要
な
る
紳
概
念
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。

一
六

（
詩
篇
五
一
二
一
、
申
命
記
三
二
i
四
）

（
ヨ
ハ
・
不
値
肘
一
七
！
ゴ
一
）

（
詩
篇
一
四
五
一
一
七
）

（
詩
篇
二
五
一
八
、
一
一
九
－
六
八
）

（
詩
篇
八
六
一
一
〇
）

（舗

麹
�
ﾐ
一
　
一
⊥
パ
ー
五
）

（
コ
リ
ン
ト
晶
剛
書
一
〇
i
二
二
）

（
出
埃
及
記
三
四
i
六
、
七
、
詩
篇
八
六
－
五
）

（
詩
篇
五
〇
1
一
〇
、
一
一
、
一
二
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
一
八
－
四
、
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
四
一
一
一
）

（
エ
レ
ミ
ア
三
一
一
三
五
、
三
三
－
二
五
）

（
詩
篇
九
…
一
六
、
一
七
、
一
八
、
一
九
、
二
〇
）

（
イ
ザ
．
ヤ
四
三
－
三
、
四
、
六
三
一
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
リ
ス
ト
教
の
崇
拝
封
象
と
し
て
の
紳
ヤ
ー
ウ
ェ
が
如
何
な
る
性
格
の
神
で
あ

　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
神
概
念
を
今
少
し
整
理
す
る
な
ら
ぽ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
粗
豪
の
本
質
は
究
明
せ

聖
書
の
中
に
あ
っ
て
、
神
の
本
質
な
り
屡
性
と
し
て
表
現
さ
れ
た
も
の
を
整
理
す
る
な
ら
ぽ
、
キ
リ
ス



　
H
　
創
造
者
と
し
て
の
融

　
キ
リ
ス
ト
教
の
神
ヤ
ー
ウ
ェ
は
、
天
地
の
創
造
者
、
萬
物
、
人
聞
の
創
造
者
と
し
て
の
紳
で
あ
る
。
一
般
に
宗
教
は
神
と
人
と
の

關
係
で
あ
る
と
さ
れ
て
居
る
が
、
ヤ
ー
ウ
ェ
紳
が
天
地
、
萬
物
、
人
類
の
創
造
者
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ぽ
、
キ
リ
ス
ト
教
は
正
し
く

「
創
造
者
と
被
造
物
と
の
關
係
で
あ
る
」
と
云
い
得
よ
う
。
神
が
創
造
者
で
あ
る
と
の
石
馬
は
實
に
キ
リ
ス
ト
教
的
紳
観
の
最
も
重

要
な
る
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
萬
物
、
特
に
人
間
が
神
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
る
被
造
物
で
あ
る
と
の
立
場
な
り
、
信
仰
は
神
の
本
質

を
規
定
す
る
と
共
に
、
人
間
自
膿
の
本
質
を
も
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
從
っ
て
、
宗
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
性
格
を
構
造
す

る
も
の
と
も
弐
へ
る
で
あ
ら
う
。
帥
ち
、
神
は
造
り
「
主
」
で
あ
り
、
造
ら
れ
た
る
人
間
は
「
僕
」
と
し
て
、
紳
の
命
令
に
は
絶
封

に
服
從
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
な
る
。
紳
は
主
で
あ
り
人
間
は
僕
で
あ
る
。
而
も
神
の
創
造
は
全
く
無
か
ら
の
創
造
で
あ
っ

て
、
既
に
存
在
す
る
庭
の
諸
材
料
を
結
合
乃
至
化
合
し
て
青
物
な
り
、
人
類
を
創
り
出
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
全
く
の
無
か
ら

の
創
造
で
あ
っ
た
Q
そ
れ
ほ
ど
に
瀞
は
全
能
者
な
の
で
あ
る
。
勿
論
哲
學
的
に
は
無
か
ら
の
創
造
に
嬉
し
て
は
多
く
の
異
論
が
あ
り

始
め
な
き
始
め
と
云
う
根
本
始
源
の
問
題
も
あ
り
、
更
に
絶
導
者
の
自
己
限
定
と
し
て
、
神
と
世
界
と
は
同
根
で
あ
り
、
紳
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ロ
ソ
ド
ツ
ク
ペ

分
出
が
世
界
の
起
源
で
あ
る
、
等
と
考
へ
る
キ
リ
ス
ト
者
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
併
し
一
般
に
正
統
派
の
考
へ
と
し
て
は
、
あ
く

ま
で
も
神
は
「
無
か
ら
世
界
、
惜
物
、
人
類
を
創
造
し
た
」
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
殊
に
神
の
馬
溜
性
を
主
張
せ
ん
と
す

る
な
ら
ぽ
、
神
が
既
に
存
在
す
る
材
料
を
以
て
こ
の
世
界
を
創
っ
た
と
の
紳
と
材
料
と
の
二
元
性
は
否
定
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
Q
ど

こ
ま
で
も
紳
一
元
の
創
造
読
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
於
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
神
の
性
格
で
あ
ら
う
。
か
く
て
神
の
黒
黒
性
を
誘
く
主
張
せ
ん

と
す
る
な
ら
ぽ
、
キ
リ
ス
ト
者
は
無
か
ら
の
世
界
創
造
詮
を
肯
定
し
信
仰
し
な
け
れ
ぽ
な
い
で
あ
ら
う
。
オ
ッ
ト
ー
教
授
も
、
宗
教

　
　
　
宗
教
に
於
け
る
崇
拝
封
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；



　
　
　
宗
教
に
於
け
る
崇
拝
封
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

に
於
け
る
聖
観
念
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
於
け
る
「
被
造
物
感
」
（
国
同
。
潜
葺
お
－
α
q
o
濡
髪
）
を
強
調
し
、
そ
こ
で
は
「
塵
と
次
」
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ス
ロ
ハ
イ
リ
　
ゲ

か
過
ぎ
な
い
入
間
、
「
無
」
に
も
等
し
い
人
聞
と
紳
と
の
關
係
を
宗
教
感
情
と
し
て
の
「
聖
な
る
も
の
」
の
重
要
な
る
内
容
と
し
た

　
　
（
0
）

の
で
あ
る
Q

　
か
N
る
無
か
ら
の
創
造
者
と
し
て
の
ヤ
ー
ウ
ェ
の
特
性
は
、
二
元
論
、
流
出
論
、
無
神
論
、
汎
神
論
等
と
著
し
く
封
凝
す
る
も
の

で
あ
り
、
絶
封
的
一
紳
教
と
し
て
の
神
観
に
あ
っ
て
は
否
定
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
Q
印
ち
、
二
元
論
は
紳
と
封
立
す
る
世
界
を

許
す
立
場
で
あ
り
、
紳
な
く
し
て
世
界
が
自
立
し
存
黙
し
得
る
と
の
立
場
は
無
神
論
と
な
り
、
叉
、
萬
有
は
そ
の
本
質
に
於
て
は
紳

と
等
し
き
も
の
で
あ
り
、
乃
至
は
紳
で
あ
る
と
主
張
す
る
、
汎
紳
論
、
更
に
、
世
界
は
神
か
ら
派
生
し
流
出
し
た
と
す
る
流
出
論

（
国
｝
口
日
帥
P
鋤
け
一
〇
瓢
　
↓
す
O
O
『
《
）
は
悉
く
キ
リ
ス
ト
教
的
絶
学
一
紳
観
に
潤
て
否
定
さ
れ
る
立
場
で
あ
ら
う
。

　
「
我
、
地
を
造
り
て
そ
の
上
に
人
を
創
造
せ
り
、
わ
れ
自
ら
の
手
を
以
て
天
を
の
べ
、
そ
の
中
に
萬
象
を
定
め
た
り
：
：
わ
れ
は

　
ヤ
ー
ウ
ェ
な
り
、
わ
れ
萬
の
も
の
を
創
造
し
、
た
父
わ
れ
の
み
天
を
の
べ
、
み
つ
か
ら
の
地
を
開
き
た
り
。
：
：
こ
れ
ヤ
ー
ウ
ェ

　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
宣
へ
る
な
り
」

か
く
の
如
く
世
界
萬
物
の
創
造
者
と
し
て
の
ヤ
ー
ウ
ェ
信
仰
は
、
わ
れ
ら
人
聞
を
創
り
し
・
王
と
し
て
の
神
の
心
を
察
し
、
紳
の
心
に

叶
ふ
こ
と
に
日
夜
心
が
け
、
脚
の
意
に
そ
む
か
ざ
る
よ
う
に
と
の
信
仰
と
實
践
が
規
定
さ
れ
る
で
あ
ら
う
Q
郎
「
ち
、
キ
リ
ス
ト
者
は

か
x
る
紳
の
創
造
を
信
ず
る
が
故
に
、
彼
等
は
又
、
何
故
紳
は
人
間
を
創
り
し
か
を
質
ね
、
そ
こ
に
神
と
人
間
と
の
正
し
き
關
係
を

確
立
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
口
　
唯
一
者
と
し
て
の
神



　
ヤ
ー
ウ
ェ
神
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
あ
っ
て
は
唯
一
最
高
の
榊
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
ー
ウ
ェ
神
の
外
に
他
の
紳
を
全
く
認
め

ざ
る
唯
一
紳
的
紳
観
こ
そ
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
重
要
な
特
性
で
あ
る
。
勿
論
か
N
る
納
粋
な
一
図
観
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
闇
に
懸
魚
か
ら

確
立
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
紳
の
ヘ
ブ
ル
語
で
あ
る
「
工
質
ヒ
；
ム
」
は
元
急
激
形
の
名
詞
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
ユ

ダ
ヤ
人
の
信
仰
が
多
神
教
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
實
誰
で
あ
る
。
ヤ
；
ウ
エ
神
の
唯
一
性
を
高
調
す
る
こ
と
は
モ
ー
ゼ
の
重
要

任
務
で
あ
り
、
彼
が
エ
ヂ
プ
ト
の
捕
囚
地
か
ら
ユ
ダ
ヤ
民
族
を
温
地
カ
ナ
ン
の
地
に
引
き
つ
れ
て
脇
へ
つ
た
時
に
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
は

こ
の
地
の
神
バ
ー
ル
紳
と
ヤ
ー
ウ
ェ
を
併
ぜ
信
じ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
多
神
的
信
仰
は
、
そ
の
後
に
も
績
い
て
出
た
多
く
の
豫
着

国
章
の
努
力
に
よ
っ
て
、
次
第
に
絶
正
な
る
一
塁
教
に
轄
化
さ
せ
ら
れ
て
行
っ
た
。
殊
に
豫
言
蛇
田
レ
ミ
ア
に
よ
っ
て
ヤ
ー
ウ
ェ
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

の
唯
一
挫
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
Q
更
に
、
豫
言
者
第
質
点
ザ
ヤ
に
よ
っ
て
初
め
て
現
存
す
る
が
如
き
キ
リ
ス
ト
教
的
一
神
観
が

　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
ガ
シ
コ
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
「
唯
一
の
智
き
神
」
「
神
は
唯
一
に
し
て
他
に
神
な
し
」
こ
そ
は
、
ヤ
ー
ウ
ェ
融
の
特
性
で
あ
る
。
か
照
る

唯
一
紳
と
し
て
の
ヤ
ー
ウ
ェ
は
又
全
智
、
全
能
、
遍
在
の
本
性
を
持
つ
絶
封
唯
一
神
で
あ
る
こ
と
は
済
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
何
れ
に
も
ぜ
よ
、
キ
リ
ス
ト
教
に
あ
っ
て
の
神
は
唯
一
人
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
修
練
し
工
夫
を
こ
ら
し
て

も
、
人
間
が
神
に
な
る
こ
と
は
絶
愛
に
許
さ
れ
て
い
な
い
Q
人
間
が
紳
に
な
る
な
ど
と
考
へ
る
こ
と
は
、
紳
に
封
ず
る
恐
る
べ
き
冒

漬
で
あ
る
。
紳
と
人
間
と
の
間
に
は
、
永
遠
に
こ
え
る
こ
と
の
出
來
な
い
漁
港
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
神
と
人
間
と
は
交
は
る
こ

と
の
許
さ
れ
ざ
る
永
遠
の
不
行
線
で
あ
る
。
信
仰
に
よ
っ
て
入
間
は
救
は
れ
、
死
後
天
國
に
生
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
軍
に
「
紳

と
楷
に
生
き
る
生
活
」
が
恵
ま
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
ぺ
間
が
神
に
な
る
こ
と
は
絶
封
に
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
唯
一
神
と
し
て
の

絶
封
性
を
持
つ
全
智
、
全
能
、
遍
在
の
ヤ
ー
ウ
ェ
紳
は
「
世
界
の
支
配
」
と
「
世
界
の
保
存
」
と
に
關
係
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
神
観

　
　
　
宗
敏
に
於
け
る
崇
舞
封
募
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
宗
教
に
於
け
る
崇
拝
封
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

で
も
あ
る
。
帥
ち
、
世
界
、
人
闘
に
は
そ
れ
自
身
の
力
に
よ
る
存
在
、
吟
唱
自
存
的
存
在
は
否
定
さ
れ
、
萬
物
は
紳
の
意
思
に
よ
っ

て
存
在
せ
し
め
ら
れ
、
存
下
せ
し
め
ら
れ
、
必
要
と
な
れ
ぽ
破
壌
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
紳
は
時
と
し
て
は
世
界
に
絡
末
を
持
ち

耀
し
、
か
く
て
世
界
を
創
り
直
し
、
よ
り
高
き
創
造
態
へ
と
攣
化
さ
せ
る
こ
と
も
出
軍
る
の
で
あ
る
。
神
は
か
く
し
て
世
界
を
保
存

し
、
支
配
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
み
な
紳
の
慈
悲
、
紳
の
恩
寵
、
癬
理
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
入
類
の
歴
史
は
神
の
支
配

下
に
お
か
れ
て
あ
り
、
神
の
指
導
下
に
お
か
れ
て
あ
る
も
の
と
キ
・
リ
ス
ト
者
は
信
じ
て
い
る
。

　
日
　
超
越
者
と
し
て
の
紳

　
ヤ
ー
ウ
ェ
紳
は
全
く
の
超
越
者
で
あ
り
、
人
聞
と
は
本
質
的
に
異
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
入
間
の
側
の
い
か
な
る
螢
み

も
努
力
も
、
紳
を
左
右
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
入
間
の
側
か
ら
紳
へ
通
ず
る
道
、
交
は
る
方
法
は
全
く
と
ざ
さ
れ
て
い
る
。
神
は

奇
蹟
を
通
ほ
し
、
啓
示
を
通
ほ
し
て
、
神
自
身
が
自
ら
の
意
思
と
力
と
で
人
間
に
働
き
か
け
、
交
は
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ン
ツ
・
ア
ン
デ
レ
（
3
6
）

間
と
神
と
が
交
渉
し
働
き
合
う
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
Q
紳
は
人
間
に
と
っ
て
は
「
絶
封
の
他
者
」
で
あ
り
全
く
の
「
異
質
」
で
あ

る
。
こ
の
意
味
で
キ
リ
ス
ト
教
を
「
聖
人
懸
隔
教
」
の
代
表
と
見
る
こ
と
は
誤
り
で
は
な
か
ら
う
。
か
く
て
人
間
性
を
全
く
超
へ
た

も
の
が
ヤ
！
ウ
エ
紳
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぽ
、
ヤ
ー
ウ
ェ
神
は
絶
封
の
力
を
持
つ
紳
で
あ
る
。
宗
教
意
識
一
般
に
あ
っ
て
も
、
原
始

民
族
が
不
思
議
な
超
自
然
的
、
三
春
な
り
力
の
信
仰
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
承
認
さ
れ
て
居
り
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
や
ア
ニ
マ
チ
ズ
ム
に
於

け
る
場
含
の
如
く
、
簸
や
力
は
入
間
の
力
に
比
し
て
全
く
絶
封
の
異
質
的
な
、
聖
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ヤ
ー
ウ
ェ
も
軍
紳
と
し
て

　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
錦
）

表
現
さ
れ
、
雷
や
電
そ
の
他
火
山
現
象
と
も
關
係
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
い
た
。
ヤ
…
ウ
エ
は
力
の
紳
で
あ
る
。
創
造
、
保
存
、

破
壊
、
何
れ
の
力
を
も
ヤ
ー
ウ
ェ
は
持
っ
て
い
る
。



　
從
っ
て
又
、
以
上
の
如
き
性
格
を
持
つ
ヤ
ー
ウ
ェ
神
は
、
考
へ
ら
れ
た
、
実
年
的
、
抽
象
的
な
紳
で
は
な
く
し
て
、
人
格
と
し
て

實
在
す
る
人
格
神
で
も
あ
る
。
モ
ー
ゼ
と
ヤ
ー
ヴ
ェ
神
と
の
シ
ナ
イ
山
上
で
の
契
約
に
基
く
と
さ
れ
る
「
奮
約
」
聖
書
は
、
契
約
の

難
事
者
が
人
格
を
持
つ
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
抽
象
原
理
と
し
て
の
神
は
人
間
と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
は
出
來
．
な
い

で
あ
ら
う
。

　
「
エ
ヂ
プ
ト
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
が
、
モ
…
セ
を
伸
介
と
し
て
、
紳
ヤ
ー
ウ
ェ
と
特
殊
關
係
を
結
び
、
紳
の
選

　
民
と
さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
は
ヤ
ー
ウ
ェ
を
一
つ
の
神
と
し
て
崇
め
る
義
務
を
負
ひ
之
に
強
し
て
聯
ヤ
ー
ウ
ェ
は
イ
ス
ラ
エ
ル

　
に
限
り
な
き
無
條
件
の
幅
止
を
與
へ
る
責
任
を
負
ふ
た
の
で
あ
る
が
、
　
（
出
埃
及
記
一
九
一
一
以
下
）
之
が
契
約
の
起
源
と
さ
れ

　
て
る
る
。
元
畜
契
約
と
は
二
個
の
人
格
に
依
っ
て
威
写
す
る
關
係
で
あ
っ
て
蕾
約
聖
書
の
神
が
人
格
で
あ
る
こ
と
は
紳
と
イ
ス
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　

　
犀
ル
民
族
の
關
係
が
か
く
の
如
き
契
約
な
る
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
看
て
明
で
あ
る
。
」

力
の
紳
ヤ
ー
ウ
ェ
が
、
更
に
「
義
の
紳
」
「
裁
き
の
神
」
で
あ
る
鮎
も
充
分
に
考
慮
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
が
、
之
x
で
は
割
愛
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
四
　
父
な
る
愛
の
紳

　
以
上
に
於
て
概
読
せ
る
ヤ
ー
ウ
ェ
神
の
性
格
は
、
創
造
神
、
唯
一
紳
、
超
越
神
、
支
配
神
式
の
表
現
に
見
ら
る
工
如
く
、
概
し
て

「
恐
る
べ
き
、
近
よ
り
難
き
、
正
義
に
し
て
力
あ
る
裁
き
の
神
－
十
戒
に
基
く
神
」
で
あ
っ
た
。
か
N
る
紳
の
性
格
は
又
キ
リ
ス
ト

出
現
以
前
に
於
け
る
所
謂
「
奮
約
」
の
神
で
も
あ
っ
た
。
勿
論
、
正
義
に
よ
っ
て
紳
の
命
、
律
法
、
契
約
を
守
り
實
撤
し
得
る
人
々

を
紳
は
保
護
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
限
り
な
き
叢
々
の
恵
み
を
與
へ
ん
こ
と
を
約
束
は
し
た
が
、
現
實
の
歴
史
の
中
で
行
は
れ
た
イ

　
　
　
宗
敏
に
於
け
る
崇
拝
封
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
宗
教
に
於
け
る
崇
拝
封
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ

ス
ラ
エ
ル
民
族
の
神
へ
の
反
逆
と
律
法
の
不
履
行
は
、
そ
の
轟
然
の
酬
い
と
し
て
の
不
幸
、
即
ち
、
他
國
で
の
捕
囚
生
活
、
そ
し
て

亡
國
を
イ
ス
ラ
ユ
ル
民
族
に
膿
験
さ
せ
、
一
段
と
神
の
き
び
し
さ
と
正
義
の
裁
き
と
を
彼
等
に
痛
感
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
反
し
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
出
現
後
の
紳
観
に
は
大
き
な
韓
換
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
キ
リ
ス
ト
の
若
い
た
神

は
、
父
な
る
愛
の
神
で
あ
っ
た
。
正
し
き
紳
の
意
思
と
思
召
と
に
も
充
分
か
な
い
得
ざ
る
が
如
き
罪
深
き
悪
人
を
紳
の
愛
は
許
し
、

善
行
や
功
徳
に
よ
っ
て
義
と
せ
ら
る
x
と
云
ふ
よ
り
も
信
仰
に
よ
っ
て
義
と
せ
ら
る
N
面
が
強
く
表
は
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
ヤ
ベ
チ
イ
フ
イ
ケ
イ
シ
ヨ
ン
　
ベ
イ
コ
フ
エ
イ
ペ
　
ア
ロ
ロ
ン

の
思
想
、
信
仰
は
や
が
て
後
の
ボ
ー
ロ
や
ル
…
テ
ル
に
よ
っ
て
彊
調
さ
れ
た
「
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
義
と
せ
ら
る
玉
」
へ
の
道
が
廣

く
開
か
れ
た
よ
う
に
思
は
れ
る
。
「
主
と
し
て
の
神
」
よ
り
も
、
「
父
と
し
て
の
愛
の
紳
」
と
し
て
紳
を
人
闇
の
身
近
か
に
感
ぜ
さ
せ

た
鮎
は
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
「
新
約
」
の
陪
観
に
於
い
て
諸
等
で
あ
っ
た
。
勿
論
「
父
な
る
紳
」
の
表
現
は
既
に
奮
約
に
も
存
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
4
）

居
り
、
決
し
て
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
新
し
き
紫
黒
で
は
な
か
っ
た
。
併
し
、
「
こ
の
縦
な
る
神
の
把
握
に
依
て
イ
エ
ス
の
生
涯
に
は
大

き
な
静
け
さ
手
安
が
擾
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
イ
エ
ス
の
父
な
る
紳
は
併
し
な
が
ら
決
し
て
淺
斜
な
る
諸
天
観
で
は
な
く
、
反
封
に

一
つ
の
大
謄
な
る
敢
爲
な
の
で
あ
る
。
無
限
の
崇
嚴
の
中
に
イ
エ
ス
の
魂
の
前
に
立
つ
判
る
べ
き
紳
に
慨
し
て
、
イ
エ
ス
は
ゲ
ッ
セ

マ
ネ
の
野
に
於
て
、
十
字
架
上
の
死
を
前
に
し
、
痛
し
い
苦
闘
の
後
、
　
「
父
よ
御
意
の
ま
Σ
を
な
さ
せ
給
へ
」
と
所
つ
た
の
で
あ
っ

　
ね
　

た
。
」
換
言
す
れ
ぽ
、
愚
な
る
紳
は
無
限
の
奪
嚴
の
中
に
も
葺
き
ぜ
ぬ
慈
愛
を
内
書
し
た
瀞
の
存
在
で
あ
っ
た
。

　
「
キ
リ
ス
ト
は
地
上
的
王
國
を
望
ん
だ
の
で
も
な
く
、
叉
律
法
の
上
に
築
か
れ
た
る
、
そ
し
て
紳
を
は
る
か
遠
く
に
な
が
め
て
み

た
ユ
ダ
ヤ
人
の
理
想
を
賢
現
せ
ん
と
し
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
豫
言
者
達
と
同
様
に
、
キ
リ
ス
ト
は
紳
を
現
在
す
る
も

の
、
そ
し
て
今
現
に
心
の
中
に
語
り
給
ふ
神
と
信
じ
て
み
た
。
（
中
略
）
キ
リ
ス
ト
は
神
を
天
に
在
ま
す
父
と
し
て
、
そ
し
て
子
供
達



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

を
愛
し
、
外
的
形
式
よ
り
も
む
し
ろ
内
的
生
活
に
点
て
服
從
を
要
求
し
た
紳
と
し
て
こ
れ
を
見
た
の
で
あ
る
。
」

　
「
汝
ら
の
父
は
求
め
ぬ
前
に
、
な
ん
ぢ
ら
の
必
要
な
る
物
を
知
り
た
ま
ふ
。
こ
の
故
に
汝
ら
は
斯
く
所
れ
、
天
に
い
ま
す
我
ら
の

　
父
よ
、
斎
く
は
、
御
名
の
崇
め
ら
れ
ん
事
を
、
御
國
の
來
ら
ん
こ
と
を
、
御
意
の
天
の
ご
と
く
、
地
に
も
行
は
れ
ん
事
を
、
我
ら

　
の
日
用
の
糧
を
今
日
も
あ
た
へ
給
へ
、
我
ら
に
負
債
あ
る
者
を
我
ら
の
署
し
た
る
如
く
、
我
ら
の
負
債
を
も
録
し
給
へ
、
我
ら
を

　
コ
コ
ロ
ミ

　
嘗
試
に
遇
せ
ず
、
悪
よ
り
救
ひ
出
し
給
へ
。

　
汝
等
も
し
人
の
過
失
を
冤
さ
ぽ
、
汝
ら
の
天
の
父
も
汝
ら
を
免
し
給
は
ん
。
も
し
人
を
免
さ
ず
ば
、
汝
ら
の
父
も
汝
ら
の
過
失
を

　
　
　
　
　
　
あ
　

　
菟
し
給
は
じ
」

か
く
し
て
父
な
る
神
は
恵
み
の
紳
、
聡
し
の
神
、
愛
の
紳
で
あ
る
。
放
湯
息
子
が
自
己
の
非
行
を
悔
い
改
め
て
臨
へ
る
日
を
待
ち
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

ぴ
て
い
る
父
、
そ
の
息
子
が
臨
へ
つ
た
時
、
喜
び
も
て
、
限
り
な
き
愛
を
以
て
迎
へ
た
父
が
愛
な
る
父
の
神
で
あ
る
。
又
、
さ
迷
へ

る
一
匹
の
小
羊
を
他
の
安
全
に
臨
へ
つ
た
九
十
九
匹
の
羊
よ
り
も
、
よ
り
愛
し
た
羊
飼
ひ
の
愛
が
、
そ
の
ま
工
主
な
る
愛
の
紳
で
あ

　
　
あ
　

つ
た
。

　
か
Σ
る
紳
は
當
然
精
神
的
神
と
し
て
読
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
ユ
ダ
ヤ
教
師
範
約
聖
書
の
紳
は
、
と
も
す
れ
ば
形
式
的
、
儀
禮

的
、
そ
し
て
物
質
的
な
る
意
味
に
於
て
紳
を
観
よ
う
と
し
た
Q
特
に
キ
リ
ス
ト
出
現
盛
時
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
凡
て
を

人
間
の
肉
眼
で
見
へ
る
形
の
上
で
、
神
、
信
仰
、
福
祉
を
考
へ
た
。
從
っ
て
、
信
仰
や
宗
教
に
於
け
る
簸
的
な
面
、
精
神
的
な
面
が

見
失
は
れ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
時
に
キ
リ
ス
ト
は
出
現
し
て
、
紳
、
信
仰
、
稿
祉
の
籔
的
、
精
神
的
面
を
彊
調
せ
ん
と
し
た
の
で
あ

る
。　
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（
4
5
）

　
「
神
は
鰻
な
れ
ば
、
拝
す
る
者
も
餓
と
眞
と
を
も
て
拝
す
べ
き
な
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

　
「
わ
れ
憐
潤
を
好
み
て
犠
牲
を
好
ま
ず
」

こ
れ
を
結
論
す
る
に
、
キ
リ
ス
｝
教
の
「
紳
は
全
能
の
力
を
以
て
世
界
を
創
造
し
、
且
つ
掻
理
の
知
を
以
て
之
を
主
宰
す
る
。
其
の

力
を
限
る
も
の
な
く
其
の
知
を
曇
ら
す
も
の
は
な
い
。
如
何
な
る
奇
蹟
も
紳
の
手
に
は
可
能
で
あ
り
、
遠
き
未
來
も
世
界
の
蓮
命
も

明
か
に
見
究
め
ら
れ
且
導
か
れ
る
Q
之
に
堕
し
て
人
は
だ
だ
黙
し
て
艶
麗
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
紳
を
催
れ
る
こ
と
の
外
に
眞
の
知
は

あ
り
得
な
い
。
さ
れ
ば
神
を
畏
れ
其
の
聖
な
る
紳
意
に
從
ふ
態
度
が
人
間
に
取
っ
て
の
最
高
の
徳
で
あ
り
、
か
x
る
人
は
律
法
に
よ

っ
て
義
と
さ
れ
る
の
み
で
な
く
、
紳
の
國
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
永
遠
の
生
命
を
得
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
紳
は
人
間
の
理
性
に
よ
っ

て
認
誰
さ
れ
得
る
と
い
ふ
の
で
な
く
、
自
然
の
世
界
と
人
類
の
歴
皮
と
の
申
に
其
の
聖
に
し
て
且
仁
慈
な
る
意
思
が
啓
示
さ
れ
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
之
は
嬰
見
の
如
き
悟
な
き
者
に
も
顯
は
で
あ
る
。
」

　
甚
だ
粗
雑
で
は
あ
っ
た
が
、
私
は
キ
リ
ス
ト
教
に
於
け
る
榊
観
の
大
要
を
概
寒
し
得
た
と
思
ふ
。
そ
こ
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
、
イ

ス
ラ
エ
ル
民
族
乃
至
セ
ム
族
と
呼
ば
れ
る
人
汝
の
鴬
遷
が
明
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
世
界
の
二
大
宗
教
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教

と
封
比
さ
る
べ
き
佛
教
の
紳
観
は
ど
う
で
あ
ら
う
。
即
ち
、
佛
教
で
は
崇
拝
封
象
と
し
て
の
聖
な
る
存
在
を
如
何
に
観
て
い
る
で
あ

ら
う
か
。
佛
教
で
附
き
教
へ
ら
れ
て
い
る
「
佛
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
佛
と
は
紳
と
封
比
し
て
如
何
な
る
特
異
性
を
有

す
る
で
あ
ら
う
か
Q
佛
は
キ
リ
ス
ト
教
に
於
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
榊
の
如
く
、
創
造
者
で
も
な
く
、
唯
一
者
、
超
越
者
で
も
支
配
者
で
も

な
い
。
吾
々
は
佛
教
に
於
て
全
く
特
異
な
る
紳
槻
を
螢
罪
す
る
。
否
、
紳
を
否
定
し
、
紳
を
必
要
と
せ
ざ
る
「
静
か
な
る
浬
盤
」
凡

て
の
束
縛
と
苦
悩
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
解
脱
」
を
騰
得
し
た
人
間
を
「
佛
」
と
呼
ぶ
佛
教
の
若
輩
は
ど
う
で
あ
ら
う
。
佛
と
人
間
と



の
急
劇
は
、
紳
と
人
間
と
の
關
係
と
は
全
く
異
る
も
の
で
あ
る
。
こ
x
に
佛
教
的
紳
観
の
特
異
性
が
存
す
る
と
云
へ
よ
う
。

關
係
で
こ
の
鐵
の
論
究
は
次
同
の
論
集
に
於
て
試
み
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
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